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中国の洞天および山 岳信仰の 現地調査として、20 12年9月4 日～11 日に

か けて、湖南省の南岳衡山 および広東省博羅県の羅浮山 の調査 をおこなっ た。

日本出発か ら 帰国までの日程および参加者は以下のとおりである（大形徹・鈴

木健郎・土屋昌明 ・森 瑞枝の4名は9月4日に日本から中国へ向かい、別件で

中国滞在中の二階堂善弘・志賀市子が9月7 日に 広州で合流した） 。本稿では

羅浮山 の調査に つ いて報告 す る。今回の調査では、長年にわ たり麻膠 観 を住持

された黄誠倫道長と そ の弟子の方々（ 現在は羅浮山 麓の東岳廟および羅浮山 麻

膠院道同図書館を拠点とされている） に多大な協力をいただいた 。特にここに

記し 深く感謝申し 上げる次第であ る。

20 12年9月4日

土屋昌明 ・森 瑞枝・鈴木健郎

大形徹

長沙泊

9月5 日

土屋・大形・森・鈴木

衡陽泊

9月6 日

土屋・大形・森・鈴木

衡陽泊

9月7 日
土屋・大形・森・鈴木

二階堂善弘・志賀市子

広州泊

東京羽田→北京→長沙

大阪→広州→長沙

長沙→衡陽（南岳鎮） 南岳廟を調査

南岳調査

衡陽→長沙→広州

広州にて合流

9月8日

土屋・大形・森・ニ階堂・志賀・鈴木

羅浮山 泊

広州→羅浮山
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注じ羅浮山志として 、明・
陳植の『羅浮志』、 清・宋
廣業の『羅浮山志會編』、清·
陳銘珪（麻膠観の道士、「蘇
膠洞主」とも称す）の『浮
山志』、 清・九龍真逸（陳
銘珪 の子）の『羅浮志補』
を参照。

沖2…茅山の洞天調査につ
いては『洞天福地研究』第
4号所収の廣瀬直記「蘇
州旬容洞天福地調査記録」、
土屋昌明「華陽洞天門の認
識から三十二小洞天良常山
洞へ」、 陶金「茅山宗教空
間の秩序・歴史的発展のコ
ンテキストの探求と現況」
を参照。

注3… 葛洪の羅浮山におけ
る事跡については、 王承文
「葛洪晩年隠居羅浮山事跡
繹證 以東晋哀宏《羅浮
記》為中心」（『道家文化研
究』第21輯、三聯出版社、
2006年）を参照。 葛氏の
活動と江南道教の形成につ
いては、 小林正美『六朝道
教史研究』創文社を参照。
葛洪の「四庵」伝説と麻膠
観などの関係の問題点につ
いては、 黎志添『広東地方
道教研究』中文大学出版社、
2007年の第三章の注174
を参照。

注4… 白玉蛸の生卒年およ
び遍歴については、 鈴木健
郎「白玉蠍と逍教聖地」『東
方宗教』120号、 2012年
を参照。「羅浮翠虚吟」は
嘉定壬申（1212年）羅浮
山における陳楠から白玉蛸
への内丹と雷法の伝授、「翠
虚陳真人得法記」は同年
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9月9日

土屋・大形•森・ニ階堂・志賀・鈴木

羅浮山泊

9月10日

大形

森

広州→大阪

広州→東京

羅浮山調査

土屋・志賀・ニ階堂・鈴木 羅浮山調査、 羅浮山泊

9月11日

土屋・志賀・鈴木

二階堂

2．羅浮山について

羅浮山→広州→東京

別件で移動

羅浮山は、 広東省広州市の博羅県 （・増城県・龍門県 ）に位置する。 司馬承

禎の体系では十大洞天の第七洞天「羅浮山洞」「朱明耀真之天」である。「中国

十大名山」、「嶺南第一山」 とも称される。 主峰の飛雲頂（海抜1296メ ー トル）

をはじめとして主に花岡岩から成る山の連なりで、 水流・瀑布・洞窟・植物・

鉱物が豊富であるため、 古来より多くの方士や道士・僧侶が錬丹や修道の地と

したと伝えられる。 羅浮志など諸文献には、 秦の安期生、 漢の朱霊芝・陰長生

など多くの方士・仙人・道士 が羅浮山で活動したとする伝説が虚実とりまぜて

記されており ＊l 、 現在までこれに基づく信仰や礼拝がおこなわれている。

茅山（旬容）＊2の近辺で金丹 道の活動をおこなっていた東晋の葛洪（稚川・

抱朴子、 283~343)は、咸和年間(326~334)金丹の材料を求めて勾漏県（ 現

在の広西省壮族自治区）へ赴く途中、 引きとめられて羅浮山に隠棲して錬丹を

おこなったと伝えられ（『晋書』列伝42など）、 現在の羅浮山にも葛洪ゆかり

の遺跡が多数存在し、また葛洪が羅浮山の東西南北に「四庵」（孤青・白鶴・都虚・

麻膠）を設け、 これが現存の沖虚 観や蘇膠観の基であるとされるが、 宋代より

前の文献には確実な記録はないようである ＊
30

南宋の白玉蛸（1194~?) は、嘉定壬申(1212年）～嘉定乙亥(1215年）

頃に、 羅浮山で陳楠（ 1171?~1213? )から 「内丹」と「雷法」の奥義を

伝授されている ＊4。 白玉媚はその後、 武夷山など各地の山河や道観を遍歴し

て旺盛な活動を展開するが、 賓慶丁亥(1227年）にも羅浮山を訪れて「知沖

虚観事」 道士 の 鄭思正（鄭師正のことらしい）のために「羅浮山慶雲記」（道

蔵精華『白玉蛸全集』243頁）を書いている。



金丹道の 代表格である葛洪、宋 代以降の道教史の中核である内丹と雷法を大

成した陳楠・白玉娩と いう、道教史の画期を成す人 物たちが羅浮山を重要な活

動拠点としていた。 また、 羅浮山 では六朝以来の仏 教の活動も盛んであり多く
の仏教寺院が存在し、 宋代以降には蘇庫式など文人士大夫の来訪や儒学の書院も
多く、 周辺各地域と連結した宗教的・文 化的なセンターとして機能していた様

子がうかがえる ＊ぢ

現存の羅浮山の道観は、戦中や文化大革命期に壊滅的な打撃を受けた後に復

興したものであり、 復興にあたっては香港園玄学院の援助が入っている ＊凡
また現在、羅浮山 周辺の大規模な 観 光開発・リゾー ト 化が進行中である。 実

際に 来てみてはじめ てわかったことであるが、今回の調査で宿泊したホテルは

羅浮山のすぐ 麓に建造された巨大なリゾー トホテルで、羅浮山上から もその存

在が いやおうなく目に入るほどのものであった。 古 来の宗 教聖地が文 化遺産・
観 光資源 化 するとともに、そ こ を聖地として存立させる景 観 構成自体が変容し

てしまうほどの観光開発が進行しつ つある状況がある。 羅浮山 の宗教文 化や伝

統の在り方がどのように維持・変容してゆくことになるのか関心が持たれると

ころである。

3．羅浮山の状況

9月8日、広州から 車で移動し、羅浮山 麓の東岳廟および羅浮山 蘇膠院道同
図書館を見学し、黄誠倫道長にインタビュ ーをおこなった。 黄道長は幼くして

入道し、革命と激動の時代を経て近年まで 長く蘇膠観を住持した道士である。

調査時点では蘇膠観をめ ぐ る係争が発生しており、黄道長は親し い弟子たちと

ともに羅浮山 蘇膠院道同図書館を主な拠点として宗教活動を継続していた。

黄道長の紹介で、まず東嶽廟を見学し聞き取り調査をおこなった。 清 の乾隆

年間 に創建された東嶽廟であるが、内部には東嶽大帝とともに慈航普渡と月 老

遷翁が祀られており、 正統的な宗教と民 間 宗教の習合が見られる（写真0 1か

ら 0 7 写真は紙面の都合上、86頁にまとめ た ）。

つ づ いて、羅浮山麻膠院道同図書館にて、黄道長より蘇膠観の歴史、現在の

黄道長の宗教活動などにつ いて、話をうかがった （写真08から 14、87 頁）。

翌9月 9 日 から10 日 にかけて、沖虚観 ・朱明洞天・逹莱洞・胡蝶洞・泉源洞、

蘇膠観、華首寺、黄龍宮などを調査した。

羅浮山 は道観や寺院の復興と観光開発が進行中であり、羅浮山の南麓に位置

する「羅浮山 風景区」 の入口には「第七大洞天」の文字が刻まれ、 観 光案内 所

も整備されている （写真15 • 1 6、 88頁）。

入口から 沖虚観へ向かって進んでゆくと、白蓮湖から 羅浮山を望むロケ ー

ションとなっており、白蓮湖の北部には蘇試が何仙姑と李鉄拐に遭遇したと い

の「都天大雷法」の伝授を
記す。『静餘玄問』は嘉定
六年(1213年）四月十四
日に陳楠が「水解」したこ
とを記すが、 「雲遊歌」は
嘉定癸酉(1213年）に、
「謝仙師寄書詞」は嘉定癸
酉(1213年）秋と嘉定乙
亥(1215年）春に、 陳楠
から白玉蜘への内丹の伝授
を記す。

注5…清代以降の羅浮山の
道教・道観の活動について
は、黎志添『広東地方道
教研究』中文大学出版社、

2007年および『洞天福地
研究』第4号に掲載の志賀
市子「近代の羅浮山と嶺南
遣教」を参照。

注6•••奈良行博『道教聖地』
平河出版社1998年の「羅
浮山」の項を参照。1988
年、1992年の羅浮山の状
況が写真とともに詳しく報
告されている。
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注7•••黎志添『広東地方道
教研究』 第三章「清代広東
全真教道観考」参照。

注8•••奈良行博『道教聖地』
「羅浮山」参照。

注9--•現在の羅浮山の信仰
と「道教史」における自己
認識のようすを、頼保栄・
張尚仁・劉細雅・張寧編著
『羅浮弘道』 広東省出版集
団·花城出版社、2007年、
および王麗英『道教南伝与
嶺南文化』華中師範大学出
版社、2006年などにうか
がうこ とができる。

注10…白玉蠍「贈鄭師正
道人」吾師有道貌、山水箇
中人。無着故無累、 是清還
是員。 煙霞供嗚味、泉石溜
精神。 何日分峰隠、 誅茅願
ト郡。（『羅浮志』『羅浮山

志會編』所収）。東皐治鳳「羅
浮沖虚観壁間紫清道人詩筆
因用贈鄭知観韻作寄」（『精
華』白玉嬌全集・下1173
頁）。
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う伝説を有する 「会仙橋」がある （写真 17) 。

歩いてすぐに沖虚観に到着する 。沖虚観 は、 葛洪の南庵（都 虚）に由来 する

と さ れる道観 である 。唐の天賓 年間 （742~755)には毎 年 二人の道士 の伝

度が認められ、 北宋の元佑二 年 (1087年）に 「沖虚」の賜額 によってそれま

での 「都 虚」 あるいは「玄虚」の呼称が変更 され、 明代には何度か重修 された

が、 明末か ら 清にかけて 衰え、 清 の康熙 年間になって 全真教の道士によって 再

興 され ＊7、 清末以来の革命と戦乱と文革による 破壊を経て 1980年代か ら 復興

が開始し ＊8、 現在の活発な宗 教活動に至っている ＊， 。現在も葛洪ゆか りの遺

跡が残り、 信仰を集め ている （写真 1 8か ら21)。沖虚観 内には博羅県道教協

会が置か れている 。

北宋の 「沖虚」の賜額 か ら 40年を経た南宋の賓慶丁亥（1 227年 ）に、 白玉

蠍が 「知沖虚観事」道士の鄭思正（鄭師正） のために 書いた「羅浮山慶雲記」（道

蔵精華『白玉蛸全集』243頁 ）には ＊
10、

淳煕改元(1174)十月既望、 恵州守臣王寧奉天子（孝宗）命、 蔵醜事於
羅浮山 。山即十大洞天之ー、 朱明曜真之府也 。先是唐天成中洞出古剣、 逃

其築文、已應太祖皇帝丁亥聖君之識。我宋受命、時遣中使奉金龍玉簡之典、

歳修國醜著在令甲。孝宗皇帝始登大賣、 笈致初敬。是日也、 御香既上、 蔵

事薦成、歩虚升聞、 環個作序、 天容紺碧、 風日 清美、 珍禽舞、 馴鹿悦、 仙
花揺草、 満洞芳妍。醜壇之西北隅、有五彩光華出焉、 上亘雷臭、是謂卿雲。

輪困郁麗、 華景績紛、 中有金龍、 徊翔蒻郁。天人交慶、 寅應太平。天子 。

太平無象也、 然而瑞慶之来、 亦於其人、 不於其天。 天意以之昭格、 山川於

焉出雲。雲物精授、 尚登嘉以 課之、 建官以 紀之、 乗筆以 書之。 自祥符初泰

山慶雲現、今焉復應、 碕欺盛哉。河清嶽潤、 信有其時。

賓慶丁亥(1227)、道士 鄭思正 （鄭師正）該票恩需、州家檄之知沖虚観事。

興懐休符、命為記文而繋之銘日、 「太祖之潜龍也、 古剣出焉、 孝宗之飛龍

也、慶雲翔焉、 剣 所以化龍於地、 雲所以 従龍於天」。易日、「雲従龍、 風従

虎、 聖人作而萬物親」。

とあり、 羅浮山 が十大洞天の一つであると意識 されていたこと、 唐の太祖と

宋の孝宗の時の羅浮山における瑞祥出現が並べ られて 皇帝権力の聖化・正統化

がおこなわ れていたこと、 投龍簡など国家的な規模の道教儀礼がおこなわ れる

重要な聖地として機能していたことなどがわ か る 。

郷師正の 『羅浮山指掌園記』（『羅浮山志會編』巻ー 「名勝一」）には、

名山異境、 散布人襄、 其知名者有十大洞天 。五在江浙、 三在梁益、 興夫洛

京一、 恵陽一而已。洛京衣冠都 會之地、 江浙梁益舟車奔湊之郷、 其林泉之



美、 登覧之便、 著於有聞、 蓋地勢使然也。 獨羅浮遂虚海上、 天下想聞之而

恨不至其地、 間有能至之者、 非逸世高踏之士、 非希仙慕 道之人。 山之高且

三千六百丈、 地之表直五百里、 峰梗之多 四百三十二、 深澗 川 源有不可勝敷

者。 是雖長年隠者猶未易遍党、 而況士 大夫来滸者暫至條還旬 日 而罷又安能

周 知。 指掌圏所以作也。

とあり、 十大洞天の中では羅浮は 都から遠方であるにもかかわらずはるばる訪

れる人士のために、 ガイ ドマ ッ プ と し て「羅浮山指掌圃」 を作っ たことがわか

る。 後続の文章には、 遊覧ル ー トと名所 旧跡が大量に列挙されて おり、 宋代の

羅浮には、 道教や仏教の修行地 と し ての性格 と と も に、 いわば宗教ツ ー リ ズム

的な要素があ っ たこ と がわかる。

沖虚観から少 し歩く と 朱明洞に着 く 。 安期生、 朱霊芝 、 葛洪に関する伝承が

あり、 白玉蛸も 訪れている。 明の湛若水が講義を した書院があっ た場所で も あ

り、 人民解放軍の幹部が居住 した「元帥楼」 もある （写真 22)。

そこから山 道を登 っ て ゆ く と 胡蝶洞がある。 洞窟 の入り口は山の斜面に向

か っ て開けている （写真 23• 24、 89頁）。

そこから少 し 下 っ た と こ ろに泉源洞がある （写真 25 • 26) 。

さらに山 道を行 くと遜莱洞へ着 く 。 大きな洞窟 であるが コ ン ク リ ー トで補強

工事がされている （写真 27) 。

その後、 ロ ー プウ ェ イ と 徒歩で伏虎岩へ至った。 そこから、 南側の地形が一

望で きる （写真 29. 30) * l l o 

再びロ ー プウ ェ イで下山 し てから車で移動 し 、 蘇膠観へ向か っ た。 蘇膠観は

既述の様に葛洪の北庵に由来する と される 道観である ＊ 1 2。 「神雷賓殿」 に 雷祖、

「葛洪北庵」に葛洪、 「純陽賓殿」 に呂祖が祀られるほか、 何仙姑、 安期生、 張

天師な ど も 祀られている。 なお調査時には大規模な改修工事が進行 中であ っ た

（写真 32から 40、 90• 91 貞）。

翌 9月 10 日 、 華首寺、 黄龍宮 （金沙洞）、 南楼寺 （朝元洞） を調査 し た （車

で移動）。 それぞれ近年の建築によっ てその面貌は一新 し て いる。 最初に華首

寺 （仏教寺院）を調査 した （写真 41から 45)。

次いで黄龍宮を調査 し た。 羅浮山の西南端に位置 し 、 金沙洞と呼ばれた場所

である。 1996年に大規模な工事が始ま り、 その後 も建築が増え 続け調査時 も

継続中であった （写真 4 6から 5 1 ) 。

最後に南楼寺を調査 した。 現在の南楼寺はかつ ての朝元洞である （写真 5 2• 
5 3) * 1 3o 

以上で今回の調査を完了 し 、 翌 9月 1 1 日 、 広州経由で帰国 した。

注 11 • • • 白玉蛸「羅浮山上
過鉄橋」 飛雲頂下見羅浮、
五色珍禽続石棲。 行過鉄橋
猿嘘罷 、 稚川 丹 鼈冷 I 風＋
捜 の手篇 な し ］ ［ 風 十捜の
手篇なし］。 （『精 華』白玉
蛸全集 ・ 下 818 頁）。 白
玉始「飛雲頂」 飛雲頂上閣
閑 、 千夜半南涙出玉盤。 巻
起水簾三百尺、 松風吹 動 鐵
橋寒。 （『羅浮志 』 巻十、『羅
浮山志 会 編』巻 十九所収）

注12… 近代に おける蘇膠
観の歴史、 陳銘珪 に よ る
再興 に ついては志 賀市子
「近代の羅浮山 と嶺南道教」
（『洞天福地研究』 第4 号）
を参照。

注 1 3• • • こ の地に 「一中精
舎」 があ っ た こ と に ついて
は、 志 賀市子「近代の羅浮
山 と 嶺南道教」 （『洞天 福地
研究』第 4号）を参照。
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写真、 左上か ら右下へ

01 東嶽廟

02 東嶽廟の簡介

03 東嶽大帝

04 慈航普渡

05 月老遷翁

06 201 2 年神誕表

07 東嶽廟にて
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08 羅浮 山 蘇酵 院 道 同 図

書館

09 黄道長

10 道同図書館入口付近

1 1  羅浮 山 蘇醇 院 道 同 図

書館内の壁に貼られている

度 牒 （ 中 華 民 国 期、 1 946

年） 。 全真教龍門派の伝承

が示されている。

12 度牒

13 黄 道 長、 背 景 は 蘇 謬

観

1 4  説明風景
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1 5  羅浮山風景区地図

1 6  白 蓮 湖 か ら 羅浮 山 を

望む

1 7  会仙橋
1 8  沖虚観

1 9  沖虚観三清賣殿

20 沖虚観葛仙賣殿

21 稚川丹鼈

22 朱明洞入口付近
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23 胡蝶洞

24 胡蝶洞

25 泉源洞への道

26 泉源洞入口

27 蓬莱洞入口

28 現地示意図

29 伏虎岩か らの眺望

30 伏 虎岩 か ら 羅浮 山 頂

方向の眺望
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31 伏虎岩へ登 る ロ ー プ

ウエイ

32 酵酵観 門 前 か ら 羅浮

山の北方に続 く 山 々 が眺め
られる
33 蘇膠観

34 中 央 に 「 神 雷 賽 殿」、

左右 に 「葛洪北庵」 「純陽

賣殿」 が並ぶ。

35 雷祖
36 葛洪
37 呂祖

38 何仙姑
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39 安期生

40 張天師
41 華首寺入口

42 華首寺境内の観音

43 華首寺大雄賓殿

44 華首寺百羅漢殿

45 境 内 裏、 各 家 の 事情
で廃棄すべき観音等の神像
を安置 している （右手の白

い小像の列）
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46 黄龍宮

47 黄 龍 宮 境 内 か ら 羅浮

山を仰 ぐ

48 黄龍宮三清賣殿

49 同前

50 黄龍宮三師賓殿

51 黄 龍 宮 境内 か ら 羅浮

山 を仰 ぐ

52 南楼寺山門

53 南楼寺大雄宝殿
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結び

羅浮山 は、 括蒼山 とともに、 東嶽泰山あるいは崖裔山 と関連づけられている
* 1 4  

また、 『真詰』 巻 十一 「稽神樅第 一 」に 「旬 曲洞天 、 東通林屋、 北通岱宗、

西通峨媚、 南通羅浮。 皆大道也 」とあるように、 茅山 を中心とした東 西南 北の

ネ ッ ト ワ ー クに位置づけられる。 茅山に降臨した魏夫人は、 東晋の天 師道や王
屋山 と関係が深 い。 葛洪 （茅山 周辺出身、 錬月の薬物を求めてベ ト ナムを目指

し羅浮に止まって錬丹したと伝承 ） や 白玉蛸（羅浮で陳楠か ら内丹と雷法を伝

授、 武夷山 などを拠点に各地を遍歴 ） の足跡や活動地域につ いては本稿で見た

通りである＊ 15
0

王屋山に発した洞天信仰の原型が魏夫人信仰とともに江南 へ伝わ り、 茅山

での魏夫人や神仙の降臨をもとに形成された 上 清 経典の中で発展したと考える

ことができる。 やはり茅山 近辺の葛氏の錬丹の伝 統は、 植物や鉱物などの材料

を求め て、 南方の羅浮やベ ト ナ ムや東南 ア ジアとの交 易ルー ト（東南 ア ジアか

ら海南 島を経て中国南方の沿海部に至る海上の交 易ルー ト は古くか ら有名であ

る）に関係していたと推測 される 。葛洪が錬丹の材料をベ ト ナ ム地域にまで求

め ようとしていたことは、 すでに触れたように、 そ の伝 記や 『抱朴子』 の 記述

か らうか が い知ることができる。 また、 呉の孫権が交 易を目的に扶南（ 現在の

カ ン ボジア地域） へ使 者を派遣したと いう 記事が 『梁書』 諸夷伝にあり、 この

時の使 者である朱応と康泰による 記録である 『扶南 土俗』 の逸文が 『太平御覧』

などに散見 されることは 広く知られている。 そ してカンボジア地域を支配した

扶南や真蠍は、 イン ド地域やイン ドネ シア地域とつ ながった交 易圏の中で重要

な位置を 占め、 金銀を含む豊富な物産を扱っていた。

宋代には、 白玉始の よ うに羅浮と武夷を重 要な拠点としながら南宋の諸地域

を遍歴 するような 修行者も いれば、 宗 教的な 景勝地を遊覧 する目的で都か ら羅

浮までやってくる 士大夫や文人も存在した。 当然ながら一般庶民の巡礼やお参

りも盛んであり、 それを目当てと する観 光産業的な経済活動（宿泊・商売・巡

礼ガイ ドなど ） も存在していたと考えられる。 こうしたことは、 現在進行中の

洞天 福地など古 来の宗 教聖地の 観 光 化や いまや多くの世界遺産を有して猛烈な

勢 いで発展している中国全土の 観 光開発の状況とあわ せて考察 すべき 課題であ

るが、 これにつ いては稿を改め ることにした い。

注 14…例え ば 『雲笈七鍛』
巻ー百九「神仙偉 禁経」
「経父母私問経曰、 王君常
在何虚。 綬答言、常治鹿裔、
往来羅浮山括蒼山、 此三山
上皆有宮 室。」ま た 『歴世
慎仙儒道通鑑』 巻之五「察
綬」。

注15· ·白玉蜘 「博羅縣騨 」
「虎咄月生海、 猿暗風撼山。
夢回 三鼓盤、 身自九天遠。
雲氣浮窟外、泉贅入枕間。
問心宜富貴、 為復要清閑。」
『精華』 白 玉 蛸全集・ 下
650 頁。 「張道士鹿堂 」「清
夢続羅浮、 羽衣延我滸。 新
茶尋舌雀 、獨芋煮鴎頭。 春
鶴飲薬院、夜猿蹄石棲。 丹
燻猶暖在、柳為稚川留。」『精
華』 白玉蛸全集・下651 頁。
「又題羅浮山」 『精華』 白玉
媚全集・ 下 1062 頁。 「 又
羅浮作」 『精華』 白玉蛸全

集・ 下 1108 頁。「又羅浮
賦別 」『精華』 白玉蛸全集・
下1125 頁。
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94 洞天福地研究

【茅山を中心と す る洞天ネ ッ ト ワ ー ク のイ メ ー ジ図】

王屋山 （王褒 ． 魏華存 • 第一洞天）

じ筵叫

I 

（北）

| 

【峨媚 山】 一 （西） ー 【茅山】 一 （東） 一 【林屋山】

天師道

魏夫人

上清

葛氏 （錬丹）

I 

（南） 括蒼山

I 武夷山 （白 玉蟷）

【羅浮】 （葛洪・陳楠・白玉鑢）

I 

海南島

ベ ト ナム

カ ンボジア

東南アジア

※本稿は専 修大学研究助成 「宋 代の道教文化にお ける聖地・儀礼・思想 」（平

成 2 1年度 ）、 「宋 代道教にお ける聖地・儀礼・思想 」（ 2)（平成 22年度 ）

の成果の一部である。




